








要約 : 癌登録に基づくスクリーニングの効果に関する論文 4 編につき批判的吟味を行っ

た。これらの論文の研究方法は全て後方視的研究であった。比較の対象が同時代の対照群

であるのは無く,全てスクリーニング開始前のデータを比較の対象としていた。出生コホ

ートによる縦断的研究は無く,全て横断的研究であった。人口当たりの発生率ないし死亡

率による比較を行っているものは 2編でったが,その内の 1編は,推定に基づく登録率を用

いているもであった。これら 4 編の内,3 編の結論は,癌登録へのスクリーニングの効果は

見られていないというものであったが,統計学的な有意性の検討に基づくものは 2 編であ

った。残りの 1編の結論は,現行のスクリーニングは特殊な腫瘍を見つけており,その中の

あるものは自然消退するものであろうというものであった。ここで検討した登録資料を用

いた研究は全て,神経芽腫マススクリーニングの有効性に否定的なものであった。


